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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

日
時　

８
月
21
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

講
師　

 

郷
地
秀
夫
氏
（
兵
庫
県
保
険
医
協
会
副
理
事
長
、
原

爆
症
集
団
認
定
訴
訟
支
援
ネ
ッ
ト
兵
庫
代
表
）

会
場　

難
波
御
堂
筋
ホ
ー
ル
９
階　
　

定
員　

１
５
０
人

会
費　

会
員
、
ス
タ
ッ
フ
無
料

被
ば
く
者
医
療
か
ら
視
た
福
島
原
発
事
故

日
時　

９
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

松
田
幸
子
氏
（
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
短
期
大
学
講
師
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
患
者
接
遇
マ
ナ
ー

―
患
者
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
―

北
大
阪
・
三
島
地
区
合
同

日
時　

９
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

集
合　

 

午
後
12
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
の
中
央
改
札
前
集
合

会
費　

会
員
、
家
族
・
従
業
員
無
料

定
員　

30
人
（
要
事
前
申
込
、
先
着
順
）

※
お
一
人
３
杯
ま
で
出
来
た
て
の
生
ビ
ー
ル
を
試
飲
い
た
だ

け
ま
す

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
吹
田
工
場
見
学

北
大
阪
・
三
島
地
区
合
同

日
時　

９
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

吹
田
市
民
会
館
５
階
大
集
会
室
（
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
す
ぐ
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

最
近
の
審
査
・
個
別
指
導
事
例
に
み
る
今
後
の
展
開

と
対
策

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
例
会

日
時　

９
月
10
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
堺
市
駅
す
ぐ
）

講
師　

山
上
博
史
氏
（
堺
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　

定
員　

１
０
０
人

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
パ
ー
シ
ャ
ル
デ
ン
チ
ャ
ー
の
基

礎
〜
設
計
か
ら
前
処
置
ま
で

９
月
度
生
涯
研
修

日
時　

９
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

信
藤
孝
博
氏
（
吹
田
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
周
治
療
・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
た
め
のB

lood 
S
upply

（
血
液
供
給
）

南
河
内
地
区

日
時　

９
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

西
川
眞
二
氏
（
東
大
阪
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

バ
キ
ュ
ー
ム
ア
ダ
プ
タ
ー
活
用
法

仕
事
と
育
児
支
援
の
助
成
金

育
休
後
の
原
職
復
帰
に
支
給

知
っ
ト
ク
医
院
経
営

知
っ
ト
ク
医
院
経
営
③

桂　

好
志
郎
・
協
会
顧
問
社
労
士

　

今
回
は
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事

と
家
庭
の
両
立
を
支
援
す
る

院
長
向
け
に
、
育
児
休
業
関

連
の
助
成
金
を
紹
介
す
る
。

　

「
両
立
支
援
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
助
成
金
（
代
替
要
員
確
保

コ
ー
ス
）」
は
、
育
児
休
業

取
得
者
が
育
児
休
業
終
了

後
、
原
職
又
は
原
職
相
当
職

（
以
下
「
原
職
等
」
と
い

う
）
に
復
帰
す
る
旨
の
取
り

扱
い
を
就
業
規
則
等
に
規
定

し
た
上
で
、
育
児
休
業
取
得

者
の
代
替
要
員
を
確
保
し
、

か
つ
、
育
児
休
業
取
得
者
を

原
職
等
に
復
帰
さ
せ
た
事
業

主
に
対
し
支
給
す
る
。
事
業

派
遣
若
し
く
は
雇
用
に
よ
り

新
規
に
確
保
し
、
か
つ
育
児

休
業
取
得
者
を
当
該
休
業
終

了
後
に
原
職
等
に
復
帰
さ
せ

て
お
り
、「
当
該
育
児
休
業

終
了
後
引
き
続
き
雇
用
保
険

の
被
保
険
者
と
し
て
、
６
カ

月
以
上
雇
用
し
て
い
る
場

　

①
支
給
対
象
労
働
者
が
最

初
に
生
じ
た
場
合
、
中
小
企

業
事
業
主
に
つ
い
て
は
50
万

円
（
た
だ
し
、
１
０
０
人
以

下
の
労
働
者
を
常
時
雇
用

し
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画

の
策
定
・
届
出
の
な
い
場
合

は
40
万
円
）

　

支
給
を
受
け
る
に
は
、
原

職
等
復
帰
日
か
ら
６
カ
月
を

経
過
し
た
日
の
翌
日
か
ら
３

カ
月
以
内
に
、
必
要
な
書
類

を
添
え
て
支
給
申
請
書
を
財

団
法
人
21
世
紀
職
業
財
団
大

阪
事
務
所
に
提
出
す
る
（
※

９
月
１
日
か
ら
は
大
阪
労
働

主
に
と
っ
て
代

替
要
員
を
確
保

し
や
す
く
す
る

と
と
も
に
、
育

児
を
行
う
労
働

者
が
安
心
し
て

育
児
休
業
を
取

得
し
や
す
く
、
職
場
復
帰
し

や
す
い
環
境
の
整
備
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

助
成
内
容

　

２
０
１
１
年
８
月
31
日
ま

で
に
、
３
カ
月
以
上
の
育
児

休
業
取
得
者
の
休
業
期
間
中

に
代
替
要
員
を
３
カ
月
以
上

合
」
に
支
給
す
る
。

受
給
で
き
る
額

　

00
年
４
月
１
日
以
降
、
育

児
休
業
取
得
者
の
原
職
等
へ

の
復
帰
に
つ
い
て
就
業
規
則

等
に
新
た
に
規
定
し
た
事
業

主
の
場
合
、
受
給
で
き
る
額

は
以
下
の
通
り
と
な
る
。

　

②
①
の
支
給
対
象
労
働
者

が
生
じ
た
日
の
翌
日
か
ら
５

年
以
内
に
２
人
目
以
降
の
支

給
対
象
労
働
者
が
生
じ
た
場

合
、
一
人
当
た
り
、
中
小
企

業
事
業
主
に
つ
い
て
は
15
万

円受
給
手
続
き

局
雇
用
均
等
室
に
提
出
）。

利
用
要
件

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
以

下
の
点
が
必
要
に
な
る
。

　

①
育
児
・
介
護
休
業
法
に

規
定
す
る
育
児
休
業
、
所
定

外
労
働
の
免
除
及
び
所
定
労

働
時
間
の
短
縮
措
置
に
つ
い

て
就
業
規
則
等
に
定
め
、
実

施
し
て
い
る
こ
と

　

②
支
給
申
請
に
係
る
対
象

労
働
者
を
育
児
休
業
（
産
後

休
業
の
終
了
後
引
続
き
育
児

休
業
を
す
る
場
合
に
は
産
後

休
業
）
の
開
始
日
に
雇
用
保

険
の
被
保
険
者
と
し
て
雇
用

し
て
い
た

　

③
原
職
相
当
職
は
、
休
業

後
の
職
制
上
の
地
位
が
休
業

前
よ
り
下
回
っ
て
い
な
い
こ

と
等

　

休
業
前
に
支
給
し
て
い
た

職
位
に
係
る
手
当
等
が
休
業

後
に
支
給
し
て
い
な
い
場
合

は
、
職
制
上
の
地
位
が
同
等

と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
職

場
復
帰
後
、
短
時
間
労
働
者

と
し
て
新
た
に
雇
用
契
約
を

締
結
し
て
お
り
、
月
給
制
を

時
給
制
に
変
更
す
る
等
給
与

形
態
を
変
更
し
て
い
る
場
合

は
、
対
象
労
働
者
本
人
の
希

望
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も

原
職
相
当
職
と
は
い
え
な

い
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
い
く

つ
か
受
給
要
件
が
あ
る
。
問

い
合
わ
せ
は
、
財
団
法
人
21

世
紀
職
業
財
団
大
阪
事
務
所

（
☎
06
―
６
２
６
２
―
２
１

５
１
）。 

（
随
時
掲
載
）

受給のためのチェックポイント
① 育児休業について就業規則などに定めて実施してい
る

②育児休業の開始日に雇用保険の被保険者として雇用
③休業者の代替要員を確保した
④育児休業後の職制上の地位が休業前より下がらない

ラ
イ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ
に
乗
っ

て
み
た
。
大
人
１
７
０
０
円

で
あ
る
。

　

在
学
中
に
は
、
な
に
げ
な

た
ト
ン
ネ
ル
（
水
門
）
や
川

に
ぽ
つ
ん
と
立
っ
て
い
る
小

屋
が
み
え
た
り
す
る
。
こ
の

ト
ン
ネ
ル
の
正
体
は
大
阪
砲

江
戸
時
代
に
京
都
・
伏
見
と

の
間
を
結
ぶ
三
十
石
舟
の
船

着
場
と
し
て
、
賑
わ
っ
た
所

で
あ
る
。
明
治
に
は
い
る

と
、
蒸
気
汽
船
が
就
航
し
た

た
め
、
三
十
石
船
は
衰
退

し
、
１
９
１
０
年
に
京
阪
電

『
歯
科
医
療
機
器
』

【
機
材
名
】
セ
フ
ァ
ロ
付
き

デ
ジ
タ
ル
パ
ノ
ラ
マ
レ
ン
ト

ゲ
ン
（
ベ
ラ
ビ
ュ
ー
エ
ポ
ッ

ク
ス
Ｄ
―
Ｂ
・
㈱
モ
リ
タ
）

【
条
件
等
】
希
望
価
格
１
６

０
万
円
（
定
価
７
３
０
万

円
）。
購
入
後
８
年
経
過
。

状
態
良
好
。
設
置
・
メ
イ
ン

テ
ナ
ン
ス
は
㈱
モ
リ
タ
が
対

応
（
別
途
契
約
、
料
金
等
必

要
）。

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

は
貨
客
輸
送
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
役
目
を
終
え
た
そ
う
だ
。

　

そ
の
他
の
乗
り
場
は
大
阪

城
港
、
淀
屋
橋
港
、
Ｏ
Ａ
Ｐ

港
が
あ
る
。
中
之
島
を
回
ら

な
い
観
光
コ
ー
ス
と
い
う
の

も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
料
金
も

安
い
。

 

（
新
聞
部
・
三
木
正
弘
）

く
川
を
眺
め
な

が
ら
歩
い
て
い

た
橋
や
保
険
医

協
会
に
行
く
時

に
車
で
走
っ
て

い
る
阪
神
高
速

道
路
を
船
上
か

230

船
上
の
目
線
、意
外
な
発
見

　

私
は
、
大
阪
歯
科
大
学
の

卒
業
生
で
あ
る
。
天
満
橋
駅

か
ら
歩
い
て
５
分
の
と
こ
ろ

に
あ
る
天
満
橋
学
舎
近
隣

は
、
大
阪
を
代
表
す
る
パ
ー

ク
ゾ
ー
ン
で
大
阪
城
公
園
と

中
之
島
公
園
が
あ
り
、
大
学

の
す
ぐ
前
に
は
、
旧
淀
川
・

大
川
が
流
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
は
、
観
光
船
や
水

上
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
が
、

一
度
も
乗
ら
ず
に
卒
業
し

た
。
在
学

中
に
は
、

「
一
度
は

乗
り
た
い

ね
」
と
学

友
と
よ
く

話
を
し
て

い
た
の
だ

が
…
。

　

今
回
こ

の
新
聞
企

画
で
大
阪

城
・
中
之

島
を
め
ぐ

る
ア
ク
ア

ア
ク
ア
ラ
イ
ナ
ー
で
巡
る
大
川

　

意
外
な
発
見
が
あ
り
、
驚

き
、
学
生
時
代
の
生
活
が
よ

み
が
え
っ
て
、
楽
し
く
な
る

１
時
間
だ
っ
た
。

　

乗
船
し
た
所
は
、
地
下
鉄

天
満
橋
駅
の
京
阪
モ
ー
ル
北

側
の
八
軒
家
浜
船
着
場
で
、

兵
工
廠
（
こ
う
し
ょ
う
）
の

荷
揚
げ
門
で
あ
る
。
設
立
当

初
、
砲
兵
工
廠
は
資
材
の
搬

入
や
製
品
の
運
搬
を
水
路
に

頼
っ
て
い
た
た
め
、
１
８
７

１
年
に
平
野
川
（
第
二
寝
屋

川
）
に
水
門
を
造
っ
て
船
が

工
場
内
に
出
入
り
で
き
る
よ

う
に
し
た
そ
う
だ
。
水
門
は

ル
ネ
サ
ン
ス
風
の
美
し
い
ア

ー
チ
型
で
、
大
阪
城
ホ
ー
ル

の
北
西
側
に
位
置
し
て
い

て
、
船
上
や
対
岸
か
ら
見
る

こ
と
が
出
来
る
。

ら
見
上
げ
る
こ
と
が
出
来

た
。
い
つ
も
と
違
う
目
線
で

眺
め
ら
れ
る
の
で
な
か
な
か

楽
し
く
な
る
。

　

ま
た
、
近
代
的
な
ビ
ル
に

木
造
の
家
が
挟
ま
れ
て
い
た

り
、
大
阪
城
の
護
岸
に
開
い

気
鉄
道
が
天
満

橋
〜
京
都
五
条

間
で
開
通
し
た

の
で
、
八
軒
家

譲
り
ま
す

大
川
探
索

大
川
探
索


